
■
一
月
一
日(

土)

　

午
前
０
時
～　

元
朝
大
般
若
祈
祷
（
本
堂
）　

大
般
若
経
を
転
読
し
、
皆
さ
ま
の
災
障
消
除
・
福
寿
無
量
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
三
月
二
十
一
日
（
春
分
の
日
）
午
前
十
一
時
～
（
本
堂
）

ご
先
祖
さ
ま
に
感
謝
し
、
自
ら
を
見
つ
め
直
す
お
彼
岸
の
中
日
に
行
う
法
要
で
す
。

各
種
講
座
「
新
春 

写
経
会
」
の
お
知
ら
せ

　各
種
講
座
「
新
春 

坐
禅
会
」
の
お
知
ら
せ

　 ○
日
時:

平
成
二
十
三
年
一
月
三
日
（
月
）　

午
後
一
時
～
三
時
半

○
場
所:

大
安
寺
中
広
間
に
て　

○
定
員:

二
十
名
（
要
事
前
予
約
）

※

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
手
本
を
な
ぞ
る
だ
け
で
す
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

○
日
時:

平
成
二
十
三
年
一
月
三
日
（
月
）　

午
後
四
時
～
五
時
半

○
場
所:

大
安
寺
大
広
間
に
て　

○
参
加
自
由
（
事
前
予
約
不
要
）

○
集
合
時
間:

午
後
三
時
五
十
分　

○
集
合
場
所:

大
広
間

○
服
装:

足
の
組
み
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

坐
禅
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

（
平
成
二
十
三
年
一
月
～
三
月
）

第
七
号
は
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
予
定
で
す
。

　

去
る
八
月
十
三
日

(
金

)

午
後
五
時
半
よ
り
、
ご

先
祖
さ
ま
た
ち
や
、
亡
き
人
々
を
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の

灯
と
音
楽
で
お
迎
え
す
る
本
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
堂
内
や
参
道
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
き
込
ま
れ
た

迎
え
火
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
る
中
、
阿
部
か
な

え
さ
ん
（
二
胡
）
、
田
中
と
お
る
さ
ん
（
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
）
、
斎
藤
博
之
さ
ん
（
二
胡
解
説
）
を
お
招
き
し
、

午
後
六
時
よ
り
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
演
。
幻
想
的

な
雰
囲
気
の
中
、
約
百
名
の
方
々
が
、
亡
き
人
々
と

と
も
に
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
音
響
・
照
明
・
キ
ャ
ン
ド
ル
の
設
営
な
ど
で
沢

山
の
方
々
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※

当
行
事
の
写
真
集
を
、
当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
し
て
お
り
ま
す
。

キャンドルに照らされた本堂前

蒸し暑い中、熱演いただきました。

　

去
る
八
月
十
四
日
（
日
）
の
午
後
一
時
よ
り
、
当
寺
大
広
間

に
お
い
て
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
会
話
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
下
は
十
七
歳
の
高
校
生
の
方
か

ら
、
上
は
五
十
代
の
方
ま
で
、

七
名
の
方
が
参
加
。
坐
禅
を
体

験
し
て
頂
い
た
後
、
「
お
寺
で

○
○
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
会

話
を
楽
し
み
ま
し
た
。
次
回
の

予
定
が
決
ま
り
次
第
、
当
寺
報

等
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

　

去
る
八
月
十
六
日
（
月
）
午
後
六
時
半
よ
り
、
大
畑
川
下
の

橋
付
近
に
お
い
て
、
恒
例
の
「
と
う
ろ
う
流
し
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
五
十
九
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、
風
や
川
の
流
れ

の
関
係
で
、
な
か
な
か
と
う
ろ
う
が
下
流
に
流
れ
て
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
お
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
沢
山
の
方
々
が
、
ご
先

祖
さ
ま
を
送
り
に
、
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

長
年
に
渡
り
、
本
行
事
を
主

催
さ
れ
て
き
た
保
勝
会
の
皆
さ

ま
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

　

お
盆
行
事
の
運
営
に
お
い
て
は
、
本
当
に
沢
山
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
お
寺
が
、

沢
山
の
方
々
に
と
っ
て
「
大
切
な
場
所
」
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。     

〈
編
集
担
当:

長
岡
俊
成
〉

「
迎
え
火
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　
　

    

＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
②

ト
ピ
ッ
ク
ス
③

「
縁
カ
フ
ェ
＠
大
安
寺
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
安
寺
保
勝
会
主
催
「
と
う
ろ
う
流
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
『
大
安
寺
門
前
だ
よ
り
』
登
録
受
付
中

　
　

当
寺
の
行
事
案
内
・
報
告
、
身
近
な
仏
教
語
に
関
す
る
コ
ラ
ム
な

ど
を
内
容
と
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
お
手
元
の
携
帯
に
配
信
い
た

し
ま
す
。
携
帯
サ
イ
ト
や
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
も
い
ち
早
く
、
当

寺
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
サ
イ
ト
よ
り
ご
登
録
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

購
読
に
は
、
携
帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。


